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What’s in a name?

世
界
で
は
今
、
大
小
合
わ
せ
て
数
千
も
の
言
語
が
話
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
『
月
刊
み
ん
ぱ
く
』
の
原
稿
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
、「
日

本
語
」
だ
。
日
本
の
義
務
教
育
で
学
ぶ
異
言
語
は
「
英
語
」
だ

け
…
…
で
は
な
く
、
古
典
の
授
業
で
習
っ
た
『
万
葉
集
』
な
ど

の
「
上
代
日
本
語
」、『
土
佐
日
記
』
な
ど
の
「
中
古
日
本
語
」、『
徒

然
草
』
な
ど
の
「
中
世
日
本
語
」
な
ん
か
も
あ
る
。
漢
文
の
授

業
で
扱
っ
た
の
は
、「
中
期
中
国
語
」
と
で
も
よ
べ
る
言
語
で
あ
っ

た
。
国
名
が
付
い
て
い
る
言
語
名
も
多
く
、「
ド
イ
ツ
語
」「
フ

ラ
ン
ス
語
」
な
ん
て
の
は
大
学
で
学
ん
だ
人
も
多
い
こ
と
か
と

思
う
。
一
方
で
「
ア
ラ
ビ
ア
語
」「
ア
イ
ヌ
語
」
な
ど
を
考
え
る
と
、

言
語
名
に
用
い
ら
れ
る
の
が
国
名
だ
け
で
は
な
い
の
だ
と
い
う

こ
と
も
、
す
ぐ
に
わ
か
る
。

二
〇
一
五
年
四
月
二
二
日
に
日
本
で
は
、
グ
ル
ジ
ア
と
よ
ん
で

い
た
国
の
名
前
を
ジ
ョ
ー
ジ
ア
と
言
い
換
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
グ
ル
ジ
ア
」
は
ロ
シ
ア
語
、「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
」
は
英
語
由
来
の

名
称
で
あ
り
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
ポ
リ
テ
ィ

カ
ル
・
コ
レ
ク
ト
ネ
ス
の
た
め
に
換
え
た
と
い
う
の
だ
が
、
何

故
ロ
シ
ア
語
は
不
適
切
で
英
語
が
適
切
だ
と
い
う
の
か
が
不
明

瞭
だ
と
個
人
的
に
は
思
え
た
。
公
用
語
の
グ
ル
ジ
ア
語
で
の
自

称
国
名
は
「
サ
カ
ル
ト
ヴ
ェ
ロ
（"

"

）」
な
の
に
、

何
故
英
語
を
優
先
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
国
名
は
変

わ
っ
た
が
、「
グ
ル
ジ
ア
語
」
と
い
う
言
語
の
和
名
は
依
然
と
し

て
使
わ
れ
続
け
て
い
る
場
面
が
多
く
思
え
る
。
同
じ
概
念
を
指

す
以
上
、
定
着
し
て
い
る
用
語
を
守
る
と
い
う
の
は
、
通
時
的

に
一
貫
し
て
物
事
を
考
え
て
い
く
う
え
で
大
切
な
工
夫
だ
ろ
う
。

定
着
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
筆
者
の
研
究
し
て
い
る
言
語

の「
ブ
ル
シ
ャ
ス
キ
ー
語
」と
い
う
名
称
も
だ
。
本
当
な
ら
ば「
ブ

ル
シ
ャ
ス
キ
」
と
語
末
を
短
く
発
音
す
る
の
が
自
称
な
の
だ
が
、

英
語
な
ど
で "Burushaski"

と
綴つ
づ

ら
れ
る
と
長
短
が
区
別
で
き

ず
、
周
辺
に
「
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
（"H

indi"

）」「
パ
ン
ジ
ャ
ー
ビ
ー

語
（"Panjabi"

）」
な
ど
と
、" -i " 

で
綴
ら
れ
て
「
イ
ー
」
音
で

終
わ
る
自
称
の
大
言
語
が
あ
っ
た
所せ

為い

で
あ
ろ
う
か
、
予か
ね

て
よ

り
和
名
が
「
ブ
ル
シ
ャ
ス
キ
ー
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

「
パ
ン
ジ
ャ
ー
ビ
ー
語
」
は
「
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
語
」
と
も
よ
ば

れ
る
。「
パ
ン
ジ
ャ
ー
ビ
ー
」
が
「
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
の
」
と
い
う

意
味
だ
か
ら
で
あ
る
。「
ヒ
ン
デ
ィ
ー
」も
語
源
的
に「
ヒ
ン
ド（
＝

シ
ン
ド
＝
イ
ン
ド
＝
イ
ン
ダ
ス
）
の
」
と
い
う
意
味
だ
が
、「
ヒ
ン

ド
語
」
な
ど
と
は
よ
ば
れ
て
い
な
い
。
何
故
だ
。

調
査
対
象
に
は
「
ド
マ
ー
キ
語
」
と
よ
ん
で
い
る
言
語
も
あ
り
、

こ
れ
も
じ
つ
は
、
何
と
よ
ぶ
か
が
悩
ま
し
い
。
今
で
は
ほ
と
ん

ど
ふ
た
つ
の
集
落
に
し
か
話
者
が
居
な
い
の
だ
が
、
方
言
差
が

あ
り
、
片
方
は
「
ド
マ
ー
キ
」、
も
う
片
方
が
「
ド
マ
ー
」
と
、

自
称
言
語
名
が
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
前
者
は
周
辺
優
位

言
語
で
あ
る
ブ
ル
シ
ャ
ス
キ
ー
語
的
な
名
称
、
後
者
は
周
辺
優

位
言
語
で
あ
っ
た
シ
ナ
ー
語
的
な
名
称
で
、本
来
の
自
称
が（
あ
っ

た
と
し
て
も
）
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
な
お
さ
ら
ど
ち

ら
に
軍
配
を
上
げ
る
の
に
も
決
定
打
が
足
り
て
い
な
い
の
が
実

情
で
あ
る
。
研
究
者
た
ち
が
「
ド
マ
ー
キ
語
」
と
よ
ぶ
の
は
単
に
、

一
九
三
九
年
に
初
め
て
さ
れ
た
研
究
が
そ
ち
ら
の
方
言
を
扱
い
、

そ
の
名
称
（"D

4um
āki"

）
を
採
用
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
ぁ
改
め
て
、"Japanese"

は
何
と
よ
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
か
。

吉
よし

岡
おか
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交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分。
●阪急茨木市駅・ＪＲ茨木駅から近鉄バスで「万博記念公園駅（エキスポシティ前）」「日本庭園前」
下車、徒歩約13分。
●乗用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」横にある
民博専用通行口をお通りください。

●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

編集後記

本特集は出口正之教授の共同研究「会計学と人類学の融合」

と連動して「お金を数える」をテーマにしてみた。小生の調

査地の人たちが好む小話には、借金をテーマにしたものがある。

村の小型店舗の扉に長大な人名リストが掲げられている。客が

これはなんだと主人に質すと、黒字で名前の上に線が引かれて

いるのは返済済み、線が引かれていないのは未返済という。そ

れ以外に赤字で斜線が引かれた債務者のリストが一番長く続

いている。客の一人が再度これはなんだと訊くと、「この〇〇は、

返さないであの世にいった奴だ！」と悪態をつくというのが落

ちである。

この小話のように、村のなかのゆっくりした生活のなかでは

借金はお互い様、完済しないこともありふれているといえる。

一方で、現行の金融制度では救いきれない需要があるのであ

ろう、都市部での金貸し業は非常に繁盛しているという。つま

りそうした商売が成り立つ程度には返済の義務を感じているの

だ。小生にも調査地で会うたびに「あのお金のことは覚えてい

るから（大丈夫）」と口にする知己が何人もいるが、これは返

済を期待していいのだろうか。迷うところである。（丹羽典生）
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みんぱくフェイスブック
https://www.facebook.com/MINPAKU.official/
みんぱくツイッター
https://twitter.com/MINPAKUofficial

みんぱくホームページ

http://www.minpaku.ac.jp/

②

みんぱくをもっと楽しみたい
人のために―会員制度のご案内
国立民族学博物館友の会
本館展示の無料入館や特別展示の観覧料割引にくわえ、
『月刊みんぱく』や会員機関誌『季刊民族学』などの定期
刊行物や、毎月の友の会講演会、セミナーなどを通して
多様な文化の情報を提供しています。

みんぱくフリーパス
1年間、本館展示へ何度でも無料で入館いただけます（特
別展示は観覧料割引）。他にも、みんぱくを楽しむための
特典がいっぱいです。

国立民族学博物館キャンパスメンバーズ
みんぱくと大学等教育機関との連携を図り、文化人類学、
民族学にふれる学びの場を提供することを目的とした会員
制度です。

詳細については、一般財団法人千里文化財団まで
お問い合わせください。
（電話06－6877－8893／平日9：00～17：00）


